
【セラミック科・１年生】
伝統的工芸品教育事業／伝統工芸士による授業

【セラミック科】

陶芸交流授業／大山小学校・曲川小学校・有田中部小学校と交流してきました！

７月５日（金）セラミック科の“伝統的工
芸品教育事業”で、伝統工芸士３名が来校さ
れました。下絵付けの授業で、伝統工芸士の
講師の先生方よりお手本を見せてもらい、生
徒たちは、見よう見まねでチャレンジ。簡単
にできると思っていたら、実際に描き始める
と、それがなかなかうまくいきません。講師
の先生方の筆さばきの凄さを実感した一日と
なりました。
講師の先生方は、日本の伝統工芸が減少し

ている中、少しでも焼き物に興味を感じても
らいたい、そして、後継者の育成もしたいと
いう熱い想いで、本校のセラミック科の生徒
への指導をされています。
講師の先生方より学んだことを、今後の授

業でも活かしていきたいと思います。今回も
ご指導ありがとうございました。

5月30日、6月4日、6月6日、6月11日、6月13日、6月18日の6日間、本校の２年生が町内の小学校
３校を訪問して、陶芸交流を行いました。この授業では、本校の生徒も先生役として、お手本を
示しながら、小学生の作陶のサポートをします。教える側になり、本校の生徒も「小学生にどん
な風に教えたらいいのだろう？」と戸惑いもあったようです。交流を通して、小学生と会話が弾
んでいくと、一緒になって、焼き物作りに励んでいました。１０年以上も続く恒例行事となって
います。陶芸交流での体験を通して、数年後、本校セラミック科へ入学して欲しいですね！
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自己紹介中！



6月27日（木）西山美穂子さまを
講師にお招きして“食育講演会”
を開催しました。
西山さまは、有田の行事にちな

んだ伝統料理の講習会をされてい
ます。一年を通した行事食がある
ことは全国でも珍しく、本校の生
徒にも、“食”を通して有田の魅
力をもっと知ってもらいたいとの
メッセージが込められた講演会と
なりました。有田焼に盛られた料
理を見て、「美味しそ～」「食べ
たい～」という生徒の声がありま
した。お忙しいところ、貴重なお
話をしていただきありがとうござ
いました。

6月16日（日）あすなろの里のファミ
リーフェスタが有田町文化体育館で行わ
れ、本校の機械科と電気科の男子生徒6名
が、ボランティアとして参加しました。
この行事に参加された施設の利用者の

方は、生き生きとした笑顔で行事を楽し
んでおられました。
ボランティアの経験を通して生徒は、

「最初は戸惑ったけど、とても勉強にな
りました」と話していました。さまざま
な競技のお手伝いをしながら、施設の職
員の方の大変さも実感したようでした。
今後も地域とのつながりを大切にして

いきたいと思います。

本校の「地域みらい留学」に対し、昨年
度からサポートして頂いている有田ロータ
リークラブ様から、寄付金をいただきまし
た。今年は、現役の地域みらい留学生２名
も出席し、全国募集についての近況報告を
しました。ロータリー会員の方からの質問
にも、丁寧に答えていました。最後に有田
ロータリークラブ会長様から寄付金の贈呈
がありました。全国から地域みらい留学を
利用して入学してくる生徒の為に活用いた
します。

寄付金贈呈の様子

有田ロータリークラブ様から寄付金をいただきました。

【１年生・全科】
食育講座 ～有田の伝統行事と行事食～

【インターアクト部】

あすなろの里「ファミリーフェスタ」に参加しました！

【地域みらい留学】

美味しそう♡

西山さまと
スタッフの皆さま


